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／ 

紅藻ヒピラウドの雌性生殖器官の進展に就ドての）知見
Contribution to the knowledge of the deve.lopmenもofもhe

femaJ e organ of Dudi・esnαyαjα：ponicαOkamura. 

(With En£1ish resume, p. 12). 

庚瀬弘幸

~iroyuki Hirose 

北海道大畢農事部水産植物事教室

紅蔀類に於て雌性生殖務官が受精した後の護展過程に就いては近時次第に詳細に調ぺられて来？とが， 主企し

て外国産の材料について行はれた研究が多し邦彦の材料による研究は存外多〈ない。それ故外岡産と同じ積，

同じ届で我闘に産するものに就いて一廉遮試験的に確める事は必要の事と信じて，最初に包ピラウド Dudres・ 

naya japonica Okamura K.就いて観察した。

同腐の穂類に就い’ての研究

ヒピラウド属pudresnayaの属するリウ毛ンサウ科Duriiorrtiaceaeはクりプトネミヤ目 Cryptonemiale日

中に持ても系統皐引に見れば寧ろ下等の科であっで，現在 Acrosymphytonに属し，嘗ては Duder sna yaに

蝿してゐた A.purpuriferaの如きは，その嚢果形成に至る迄の雌性生疏器官の護展がテングサ円 Gelidiales

に近い事を想はせる。 Acrosymphyton purpudferaを除いた Dudresnaya麗には現在 D.coc..c inea, 

D. crassa, D. japonica, D. minima，の四稀が知られてゐる。耐色等涼類の雌性器．官の受精後の賞展に就い

ては：ーD.coccinea. D. crassa の二穏に就ャては :Bornet et Thur et ( 1896), 01 tmann日(1898),

Howe_ (1905), Kyl in ( 1928), Kyl inく1937）等に依ワて明にされた。 之等の著者の研究結果と著者の視

察結果とを比較検討した。

材料と副頭方法 観察した材料は，北大教授時岡部民が1942￥－の 3H31円に志摩園和具の演で採集をられた

ものをアオル・マ Pン液演にしたものに依った。染色にはラクチック・フ・ノレーくコ ットンフ＂1L-~の酪酸 0.59ち溶液〉

を用ひ，プレパラ F トは藻体を押し潰して鮪鏡した。 ’観察の主限は，細梅の連絡、癒合の扶態に注がれ， 細胞

核については金々鯛れない。

ー
ー受精前の雌性守官の構造

1. 胎原列 Car,Pogonin.lBrnnch ：胎心胞細 C町pogoneは中軸細胞叉は走れより溌．出した輪生

枝の頂端。部分に形成せられるが，此の校は，中軸細胞叉は輪生枝より後出した1本の同化線

であ？て， ・10-18ヶ細胞の 1列主り成り，枝を構成してゐる各細胞にはF 数｛間の盤紙の色素体

が存在し且又校の基部から屡々根様総を分l践してゐるが，此根様総は主軸叉は輪生校から愛

出する根様総と同じ形態をしてゐる〈第1闘A,B)0 
此の枝の先端部分の6個乃至91間（ 7 4岡の場合が最も多い）の細胞が特陀内容に富んで，ヲ

， クチけ・プル｛で濃青色に染まる胎原列を影成十 此の 6-9倒。細胞に績く細胞は中性
細胞官、あって（第1闘A,R) 1乃至11個より成る。胎原列は最先端の胎心細胞主り算へて第3

番目。細胞から念に屈曲する場合が最も普通であり（第1闘 A,B), 胎心細胞より出る受精毛

は基部経れ，極めて長く仲び，中途で、数回螺旋献に屈曲する場合が多い（第1闘A,B）。

2. 助細胞列 Auxiliary Cell Branch J 助細胞列も中軸細胞叉はそれより護出した輪生枝の

枝として多数形成せられ， 10乃至24個主として14-18伺細胞より成り，助細胞は助細胞列の膨

大せる部分の中央を占めて，その形は粉々矩形に近く，之と隣接する梢々固形に近い大きな 2

ケ細胞よりも必宇小さい。此の2ヶ細胞は甚だしく膨大して内容に富む。助細胞は校の基部か
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ら s~u番目の細胞にあたり，助細胞より先端迄は 6-8 ケの細胞から成る。此の内，助細胞を

大休中央にした数ケ細胞が内容に富み，他の細胞は色素体を有し？と中性細胞である（第4国B）。

助細胞校C極めて幼き時代のものも極めて内容に富んだ1乃至数ヶ細胞より成り， $11然と他と

直別がつくが（第4園A）之は岡村金太郎（1908）＇の園譜 42園版第1固に精細に示されてゐるb

3. 受精後の雌性器官の溌達：

A. 胎原列の進展 Developmentof Carpogoniru Branch.受精した後，胎心細胞より 1ケの

長い叉は短い突起を出し（第1樹C）胎原列の第4又は第5細胞（胎心細胞から数η、た番競〕

（以下略〕と連絡し，此の連絡部分に雨細胞の内容が移って膨れて1ヶの癒合細胞が出来上る。

此の癒合細胞は外形で、は{1）胎心細胞と連絡部分とが癒合した部分と， t2）第4叉ば第5細胞とが

連絡したま Lの形で癒合する。即ち第4又は第5細胞は最後迄もとの形を存してゐる。ヨたいで

此の癒合細胞が第5又は第6（稀に第7）細胞と連絡して（第1阿D，第2刷A）＿，第2の癒合

‘ 

第1圃 胎原列.A. B，受精直後の胎原列×220:c，・受精後の胎心細胞から突起をmした扶態×300:D，胎
心細胞から登生した突起が胎原列第4細胞及び次いで、第5細胞と連絡して2ケの癒合細胞を生じたるもの×

300. a，体を構成する中軸細胞； b，第一癒合細胞と第二癒合細胞との連絡部分； c又は l，胎心細胞； f，連

結輔、；p，受精後胎心細胞より張出した突起； t，受精毛； r，胎原列の基部から護出した根様締； 1,2,3, ... 7, 

胎涼列細胞の胎心細施より算へた番披）I贋； ‘I，第」癒合細胞； E，第二癒合細胞。
第2圃 A，未だ連絡部分の残存してゐる立ケの癒合細胞の集り×300:B, C，連格部分が断たれた直後の2ケ
の癒合細胞x300. a，体を構成する中軸細胞； b，第一癒合細胞と第二癒合細胞との連絡部分； c又は l，胎

心細胞； f，連結線； t，受精毛； 1,2ム…7，胎原列細胞の胎心細胞より算へた番批JI回； I，第一癒合細胞；
E，第二癒合細胞。

細胞が形成され，線計2ケの癒合細胞が出来るが， 第1の癒合細胞と第2の癒合細胞との連絡

は間もなく断たれるく第2凶A,B,0）。此の第2の癒合細胞が形成せられる場合に（1）第1の癒

合細胞からE誌に突起が出来て，第2の癒合細胞を形成するものか（2）胎原列中のヒポヂナス

細胞が新しい突起を出して之が第1の癒合細胞に連絡するものか，しづれかは遂に観察し得な

9 
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かったが，第1の場・合が故も織からしく怨像せられる。いづれ比しても最後には4 胎心細胞と

胎原列の第 4 えは第 5細胞（特l'Ct;f~4及び1({5の2佃細胞と）との結合に怠る癒合細胞と，胎

原列の第5叉は第6細胞（稀に第7細胞〕を中心とした癒合細胞との 2個の癒合細胞が連結綿

(connecting filament）の禁足黙と左つでゐる（第3園A,B,_ 0）由連絡線は多数作られ， ’極めて

長＂：＇が有節で、ある o 癒合細胞から助細胞迄完全に連結した連結線は遂に翻察し得なかったが途

中切断せられてゐるとは言へ明に首肯し得る欣態のものは屡々観察した。

／ 

B. 助細胞の進展と糞果形成 Development of Auxiliary Cell and伽 Formi:ition of 

Cystocarp. 胎原列の細胞D癒合したものから幾出した連結r稀は，助細胞と結合して＇ :3えいで・再

び草に何l長して他の助細胞に向ふか，或は数本の枝を新し〈後出して他の助細胞に向ふが，此

等の枝は極めて長いけれども有節であるく第4ti剖C）。連結線と癒合した助細胞は一方の側に膨

れて不規則な；形を呈し（第生同D), 此の納胞から多くの治胞締（gonimobln.stfilamenのがき差出

し，法胞紛の各閥笛jの細胞は線、べて果胞子となり，数ケの小仁を治り，此等の小f二相集ってーケ

の大きな球欣或は少しく腎臓形の岡塊を成すに到るぐ第4Ju・,ijE, F, G ）。斯くして出来上った袋

呆は常に必宇助細胞枚。一側に出来，旦助細胞ダIJの各細胞は袈果の出来上つ？と後にも， 共の憧

存在してゐる〈第41前lG）。助細胞から裟巣の出来上る迄は全く，悶付金太郎（1908）の刷譜中

に示された通りである。

第3圃 A, B, C, J~に完令に遊離した 2 ケめ癒合細胞を示すp A×300, B×300, c×360. c ：＞くはi，胎心細
胞； f，連結締； t，受精毛； 1,2ム…7，日台！京列細胞の胎心細胞より1＇）：へた番披順； I，第ー癒合細胞； E，第
二癒合細胞。

第4圃 A,WJ細胞列の極めて若い時代のもの43内jを示す×300:B，完成した助細胞列×220: C，連結赫主

結合した助細胞列×220:D，連結縁と結合後一方の側に膨れて造胞綜を渡出し始めたも Px300: E, F，形

成途上の薬果×220:G，成熟した嚢果x80. a, 体を構成する主軸細胞； ac，助細胞； f，連結締； g, 建

胞赫； G，議果； r，根様線。

10 
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，ι．討議
Dudresnaya coccineaに就いての Bornetet Thnret (1876）の聞示に依れほ，受精した胎心細胞は胎陳

列第4細胞〈稀に第ラ細胞〉と連絡癒合して第l癒合細胞となるが， 此の癒合伊胞は儒原列第2及び質事3細胞

と相接着して居ら来いで第一齢制加Z突起を出し，此の突起だ胎原子。第5糊~絡癒合して第2癒合細

胞を形成す号。著者の行った D. japonica に就いての厩察結果では此の第一癒合細胞は，第2，第3の胎原

列細胞とは完全に遊離してゐる。然し BQrnete-t Thuretでは癒合に興る胎原列第4及び第5細胞はもとの

形のを最・後迄残してゐる事は著者の観た D. japonica と金〈同様で・ifうる。次に D. coccinea に就いで

Oltmanns (1898）の結果を見ると， 受精した胎心細胞は胎原列第4細胞と連絡癒合して第l癒合細胞を作り

次いで第5細胞と連絡癒合して第2癒合細胞を形成するが， 同氏の闘で・は第 1 癒合細胞と ti~2癒合細胞＆の闘

停については詳でない。然し図示されてゐる限り極めて D.japonicaの其れと似てゐる。次に n.coccinea 
k就いての Kylin (1923ξ1937）の結果を見る ξ，；受精した胎心細胞は， ーケの小細胞を分裂し此白新成さ

丈た小細胞が胎原列白第ラ細胞と完令癒合し， 胎心細胞自身は胎原列の第4細胞と完全癒合して合計二ケ由民

の癒合細胞が出来上る。即ち癒合に奥った胎原列の第4及第ラ細胞はもとの形はとどめない。 此の事貨は同じ

属類であり乍ら， Bornetet Thuret及び Oltmannsとも異る所であり同時に D. ・ japonica とも異る貼

である。又第2癒合細胞の連絡 く新成された小細胞と胎心細胞＆の連絡〉 は後々迄も明かに残ワてゐる。 D. 

iaponica に於てp，受精した胎心細胞は突起を問して胎原列の細胞ξ蓮絡し，決して新細胞を分裂形成しな
炉。此の事貨は岡村 （1908）の｜司譜第42版第3固にも明に示されてゐる。又第 l癒合細胞と第2癒合細胞との

連絡は早期比絶たれてしまひ，その結果樹立した2ケの癒合細胞が見られる捺になる。〈第3圃A,B, CJ。岡

村（1908）の闘譜では第 l癒合細胞が第4闘に見えるが，細胞！！日の連絡が明か明瞭さを快いてゐる。

助細胞が連絡線と結びづいてから嚢果が完成する迄の締過は D.?occineaに就いての B-0rnetet Thuret, 

Oltmanns, Kylin の結果も D. crasl!la に就ν、ての Howe の観察もすべて同じ結果を報告しており亦，

D. japonic.a についての岡村の結果も全〈同じであり， 著者の観察も全〈同様であった。以上を糖、括すれば

,D. japonica の胎原列の長精後の活動は D. coccinea のそれと原則的には大体同一過程を辿るものと言へ

る。然る時は Dudresnaya毘では くD.minimaに就いては不明であるが〉 柴養助細胞が常に2ケ出来る事

になる。此の事貨は同じ Pウ毛ンツウ科均imontiaceae中に於て，柴養助細胞が，只ーヶ出来る属＜Dnmontia,

Cryptosiphonia等〉と封比して分額畢上著しい特徴と考へられる。猫ーワ胎原列の構造上大きな謹ひはD・ja-

ponicaの受精宅は殆んど’常に胎心細胞より費出して問もな｛ I乃至数回螺綻献に屈曲するを普通とするのに反

し，D.coccinea, D.crassaて．は，闘の示す限切共に何等の屈曲を見なか。然し著者の此度の観察はまだまだ胎原

列の遊民のすぺての段階を議してゐないので不充分ではあるが，一臆明になった諸鮎を報告する次第である．

稿を終るにるたり，研究材料並びに種々の忠言を賜PJI.又原稿校開。努を君主うした北大時間旬~教授， 並びに

貴重な文献をほしいま Lに貸興下さった同大事山田幸男教授に劃し，深甚なる感謝の意を表L, 更に本研究議

． 行に~：守る費用は文部省科皐研究費に依る旨！別記オる次第である．
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Resume ... 

l. The sもrilctureof female organ and iもS pos七－fertiliz'.tもiondevelopmenも arestudied in D't l 

_ <!resnαyαjα.ponicα‘eollec加da色Wagubeach in Shim 

． 

2: The carpogoni um connec胞 wi白色h~ 批h or批hcell of the carpogonial branch to form a fu-

～. sion cell by means of a certain pro旬berancedownwnirdly issued from itself after fertilizo.tio 

n. Af1刷出sconnection is completed，色he!nslon!I eel l fur出ermore_ con~ects with the 5もhor 
6th （血rely7th) of出ecapogonial branch: Consequently two fusion ce_lls are formed. Re4 

II 
spectively ,from these two fusion cells many connecting filrtmenもsare issued. Neither ofもhe

two fusion cells grows to make up a completely fused sing.le r・oundcell buむもobecome bi-

""-orbicu lai・ 如何hape,allowi時 t~e fused cells Jf the c:u・pogonial lir~nch to keep their orig 
inal 鰐bape. As the connecting portion of two fnsed cells is cu色孔way叫 an enrl y stage, 

two. fusion cells are observed usually色obe complete! y seper川ed.

3. The resul的 obtn.inedby Bomet et Thuret， α~manns, Ky lin on D川 e.c;;nα卯 cocciザeαand

a1so those l .y Howe on D. erαSSα，are compared with tbe present study nnd discussed. 
4,. The stru叫ureand -development of the rmxi liary-cell ・branch are just もhesame as descr『

ibed by Okamura (1908）・

， 
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